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1.はじめに 










が概ね 500名以内､前期 2年を修了した者の中から概ね 250名以内が後期 3年に進学するこ
とになっていた( 2)｡この制度が適用された大学は 1943 (昭和 18)年 10月 2日の文部省告示第 
755号により東京 ･京都 ･東北 ･九州 ･北海道 ･名古屋 ･大阪の 7帝国大学と東京商科 ･東京

















はこれらのうち 『東北帝国大学院規程』 大学院特別研究生 ､『大学院-∴∨､『 昭和十八年度第一期』 .
特別研究生関係 昭和十九年』､『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』を用いて前述した様
な基本的な疑問点を明らかにしておきたい｡
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2.大学院特別研究生定員と大学院定員




































艶 % % 100% 
年度 .期 理学部 医学部 工学部 法文学部 計
昭和18年度 .第1期 1292% 292% 177 13% 32% lo
昭和19年度 .第1期 1423% 16 g)oy 3912 0% 0% 10










東北帝国大学では昭和 18年度第 1期に 41名､昭和 19年度第 1期に 31名､昭和 20年度第
1期に 28名､同年度第 2期に 10名の特別研究生が表に示したような学部別構成で在籍してい
たのである｡その総数は昭和 18年度から昭和 19年度にかけて 24%減､昭和 19年度から昭
和 20年度にかけて 9%減と､毎年減少していたことがわかる｡また昭和 19年度には法文学部
の特別研究生が全くいなくなるというところに大きな特徴がみられ､その代わりに理学部が 
29%から 41%-､工学部が 17%から 38%-と学部別構成比率を増大させていた｡昭和 19年
度から昭和 20年度にかけては工学部が 38%から 28%-とその学部別構成比率を減少させ､そ
の代わりに医学部が 19%から 32%-とその比率を増大させていた｡
これらの人数と学部別構成比率がどのようにして決定されたのであろうか｡『九州大学五十




























18)年 10月 12日付けで文部大臣に認可伺いを発送している (庶七三九号､資料 3)0
庶七三九号は 1944 (昭和 19)年 5月 19日付けで文部大臣より認可され (仙大専二三号)(13)､
その結果､東北帝国大学の大学院定員は全体で 276名となり各学部の大学院定員とその内数と
しての特別研究生定員 (大学院定員に対する比率)は､理学部 64名中 11名 (17%)､医学瓢 .､-
52名中 9名 (17%)､工学部 68名中 11名 (16%)､法文学部が法科､経済科､文科の計 92名
中 15名 (16%)と決定された｡発専二二二にもとづき各学部の既存講座に 1講座当たり2名







昭和 18年10月11日起案 起案者 印




















































ル調査表 (第一号書式)､履歴書 (第二号書式)､研究事項ノ解説書 (第三号書式)､身体検査






































氏名 研究事項 最終卒業学校専攻学卒業年月 科学力 人物 身体 備考





























































































昭和 18年度第 1期の東北帝国大学大学院特別研究生として 41名が採用されており､第 2章
の表 1に示したような構成をなしていた｡この数字は第 2章の資料 3で見た大学院定員の内数
























ており､このリス トによると東京帝国大学 (工､法､文)､京都帝国大学 (文､経)､東北帝国




発送している (庶六四四､資料 6).理学部で 3名､医学部で 2名､工学部で 4名の計 9名張.･J-
推薦された｡なお庶六四四では記の部分に推薦された候補者の氏名が記載されていたが､本稿
では■で記した｡
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より推薦された 39名について 11月 13日付けで文部省による基本的な選定基準が示され､ こ
の基準により文部省内で盆衡する旨が通牒されている (発専二六二､資料 7)｡
この通牒に示された選定基準では､理科 ･文科､本年度以前 ･本年度卒業者､未応召者 ･応
































































以上､昭和 18年度第 1期の特別研究生の鎗衡経緯を整理すると､10月 1日付けで特別研究
生に採用された人数は理学部 9名､医学部 7名､工学部 4名､法文学部 13名の計 33名であり､
その後 10月 5日付けで追加候補者の募集が行われ､鎗衡の結果､12月 3日に理学部 3名､医
学部 2名､工学部 3名の 8名が 10月 30日付けで追加採用され､合計 41名 となったというこ
とになる｡それにしてもなぜ予定されていた定員 46名に対して当初は 33名 しか推薦されず､
追加を含めても 41名 しか採用されなかったのだろうか｡九州帝国大学では 3名を予備定員と
していたようであるが(22)､東北帝国大学の場合どうであったのか､現在確認できる資料からこ∴.
はその理由を明らかにすることはできなかった｡






















候補者氏名 指導教官 研究事項 備考
◎ ■ ■ ∫ ■教授 ■1■ 非線型微分法的式 〇〇(⊃ ■ ■ ■ ■教授 ■1■ 分析化学 (鉄鋼添加成分ノ定量法)
◎ ■ ■ ■ ■
教授■t■ 肺結核ノ代償機転二関スル研究 抗研 (工学 部定員) 
○ ■ ■ ■教授■■■ 低圧等酸素欠乏状態ノ航空生理学的研究 抗研(工学 部定員)○■■■教授 1■■ 非水溶液化学ノ研究 (細目硝酸アンモニアノ直接合成) 
■教授 ■■■ 水中音響工学ニ関スル研究
◎ ■ t t ■教授 ■■1 乾電池ニ関スル研究
特別研究生の素描
東北帝国大学は学内鐘衡した特別研究生候補者に関する事項を前述した 4書式の資料にまと
めて文部省に提出している(23)｡第一号書式を除く 3書式の控えが 『大学院特別研究生 昭和
十八年度第一期』に綴られているので､記載事項の中から特別研究生の所属学部･学科 (教室)
および研究題 目､採用時在職者は前職､採用時である 1943 (昭和 18)年 10月 1日時点(24)の
年齢をまとめて表 2に掲げた｡




なかには昭和 14年 5月 15日に設置された東北帝国大学臨時附属医学専門部の助教授や講師
という前歴を持つ者がいた｡特別研究生に支給される学資月額 90円以上という金額は助手が






表 2 ′大 学 院 特 別 研 究 生候 補 者 の 所属 お よび研 究事 項 等 (昭和 18年度)
典拠 :『大学院特別研究生 昭和十八年度第一期生』による
所属学部 所属学科 .教室 研究事項 前職 (他大学) 採用時年齢 採否
物理学教室 鉄鋼ノ冶金学的研究並二ソノ原料ノ研究 (東工大) 24歳3ケ月 ○
化学教室 高分子化学研究 22歳8ケ月 ○
生物学教室 植物刺激生理ニ関スル研究 24歳0ケ月 ○
生物学教室 日本産ヒドラノ研究 26歳6ケ月 ○
化学教室 有機化学二於ケル総合反応ノ研究 助手 27歳5ケ月 (⊃理学部 岩石硬物療床学教室 粘土蔵物ノ熱的X線的研究 助手 26歳 11ケ月 ○
化学教室 稀元素応用分析法 助手 26歳8ケ月 ○
岩石硬物療床学教室 石油層ノ岩石学的及ビ物理学的研究 助手 27歳0ケ月 ○
物理学教室 固体ノ原子物理学的研究 25歳 1ケ月 ○
生物学教室 フナクヒムシの生理生態学的研究 副手 34歳2ケ月
化学教室 鉄鋼添加成分ノ定量法 24歳6ケ月
数学教室 非線型微分方程式 副手 26歳3ケ月 
医学科 脳波二関スル研究 24歳5ケ月 ○
医学科 脳外傷死因並ニ之ガ対策ニ関スル研究 23歳8ケ月 ⊃(
医学科 ｢アレルギー｣性眼疾患ノ研究 助手 25歳8ケ月 ○
医学部 医学科 聴器迷路ノ病気二関スル研究 臨時医専講師 33歳 11ケ月 ○貧血 24 8ケ月 
医学科 晩期妊娠中毒症ニ関スル研究 臨時医専助教授 27歳4ケ月 ○
医学科 糖蛋白体ノ生化学 27歳7ケ月 ○
医学科 肺結核 ノ代償機転ニ関スル研究 副手 30歳5ケ月
医学科 低圧等酸素欠乏状態ノ航空生理学的研究 助手 28歳3ケ月 
機械工学科 熱伝達ノ研究 23歳8ケ月 ○
機械工学科 弾性体ノ振動強度ニ関スル研究 24歳2ケ月 ○
化学工学科 非水溶液化学ノ研究 助手 24歳6ケ月 ⊂
工学部 金属工学科 製鋼化学 助手 28歳 1ケ月 ○
化学工学科 接合成)非水溶液化学ノ研究 (細目硝酸アンモニアノ直 28歳3ケ月
電気工学科 水中音響工学ニ関スル研究 助手 27歳9ケ月
化学工学科 乾電池ニ関スル研究 24歳 10ケ月 
金属工学科 航空機用強力軽合金ニ関スル基礎的研究 (東大工) 23歳7ケ月 ×
文科社会学科 英米ノ東亜民族論 トソノ東亜-ノ影響 24歳 10ケ月 ○
亜細亜精神ノ研究 中学教授 43歳9ケ月 ○
経済科 工業ニ於ケル労務政策 (殊ニ重工業労務者ノ労務配置並ニ能率増進ニ関スル問題 ) 23歳 10ケ月 ○
印度学科 チベット語JIdニインド文化ノ基本的特相 助手 32歳2ケ月 ⊃(
文学科 支那近世ノ俗文学ニアラワレタル国民性ノ研究 23歳0ケ月 ○
文科 近世科学思想史 トソノ哲学的反省 副手 24歳4ケ月 ○
西洋史科 長期戦完勝ノ要件 -羅馬帝国建設成功ノ諸因ノ研究 32歳 1ケ月 ○
法文学部 副手 戦力高揚ノ心理学的方法､特ニ表現技術 副手 27歳7ケ月 ○
文科 本邦兵制 ト社会経済制度 トノ関係ニ就キテノ史的研究 22歳2ケ月 ○
文科東洋史科 方策ニ資スルガタメノ研究黄河地域 ト揚子江地域 トニ於ケル文明 (廉ク政治､文化､経済ニ亙ル)ノ特殊性及 ビ其ノ相互的影響ヲ歴史地理的ニ究明シテ現今支那統治ノ 23歳0ケ月 ○
心理学科 マライシャニ於ケル低文化諸部族ノ民族心理学 副手的研究 28歳6ケ月 ○

























1944 (昭和 19)年 4月 5日付けで文部省専門教育局長より昭和 19年度第 1期生の定員を
医学部 9名､工学部 11名､理学部 11名の計 31名 とする旨が通牒されている (発専一〇八号､
資料 9)｡この時点で既に文科系の定員が削除されている｡

























その 13日後の 4月 18日付けで通牒された別紙 (発専一〇八号､資料 10)では､戦況が悪
化していたこともあり､軍の要望を受けた形で研究事項については ｢決戦遂行二国力ノ全力ヲ


























また同日付けで､昭和 19年度の特別研究生は 5月中旬迄に決定するので候補者を 4月末迄
に推薦するよう､文部省専門教育局長より ｢大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件｣(寡
専一〇八号､資料 11)が通牒されているo












































表 3 ′大学院特別研究生候補者の所属および研究事項等 (昭和 19年度)








所属学部 所属学科 .教室 研究事項 前職 (他大学) 採用時年齢
物理学科 電磁波の研究 22歳9ケ月 ○
化学科 電解質溶液ノ化学熱力学的研究 22歳6ケ月 ○
岩石硬物腐床学科 石炭ノ岩石学的研究 22歳7ケ月 
生物学科 原生動物ノ形態分化ノ研究 23歳7ケ月 
物理学科 諸素粒子に依る原子核の励起について 22歳7ケ月 
地質学古生物学科 石油硬床特ニ有孔虫化石ノ研究 24歳8ケ月 






地質学古生物学科 石炭併びに亜炭の地質学的研究 22歳9ケ月 ○
岩石硬物硬床学科 粘土破物のX線的研究 26歳4ケ月 ○
生物学科 植物のヴアイラス病に関する生理学的研究 24歳10ケ月 ○
化学科 金属カルボニルノ物理化学的研究 25歳8ケ月 ○
化学科 笹墜∠4ヒ葺き産婆ニ関スル研究 23歳8ケ月 ○
物理学科
_
焼結体兵器材料ノ量産促進ニ関スル粉末冶金学的研究 (京大理) 26歳5ケ月 ×
医学科 外科的結核症ノ手術適応決定ニ関スル研究 副手 26歳2ケ月 (
医学科 ペニシリ出属箱状菌ノ産生スル抗菌物質ニ関スル研究 24歳0ケ月 ○
医学部 医学科 輸血-関スル研究体力増強ノ実際的方策ニ関スル研究 附看護講師 9 10ケ24歳8ケ月月 ○
医学科 生体呼PR作用殊ニ異常環境下ニ於ケル血液ノ酸衰 運 搬機能ニ関スル石井密 25歳2ケ月 ○
医学科 X線間接写真図譜製作ニ関スル研究 25歳7ケ月 ○
医学科 解毒ニ関スル研究 副手 31歳6ケ月 ×
通信工学科 導波空中線系ノ研究 23歳6ケ月 ○
電気工学科 中間周波増幅器ノ研究 23歳1ケ月 ○
通信工学科 放電現象ノ基礎問題 22歳5ケ月 ○
通信工学科 高周波回路ノ研究 23歳0ケ月 ○
通信工学科 電気材料ノ研究 21歳11ケ月 ○
工学部 機械工学科金属工学科 低揚程ポンプノ基礎的研究(イ)稀元素特殊綱ノ研究 (ロ)銅代用合金ノ研究 22歳6ケ月22歳10ケ ○月 ○
金属工学科 アルミニウム製造ノ電解浴ニ関スル研究 (東大第二工) 23歳3ケ月 
金属工学科 褐鉄鉱ノ処理及製錬ニ関スル研究 22歳6ケ月 ○
航空工学科 小型歯車ノ研究 23歳3ケ月 ○
航空工学科 圧縮波ノ研究 22歳9ケ月 ○
航空工学科 潤滑内気泡分離ノ研究 25歳2ケ月 ○









鐘衡された特別研究生 31名の年齢を見てみると最高が 29歳､最低が 21歳であり平均年齢
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4.3.昭和 20年度の大学院特別研究生
経衛の経緯 
45 (昭和 20)年 1月 23日付けで文部省専門教育局長より昭和 20年度第 1期生の定員を


























同年 1月 31日付けで昭和 20年度第 1期特別研究生の候補者を 2月 20日までに推薦するよ
う通牒されている (発専二〇号､資料 14)0





























































東北帝国大学は候補者を錠衡の後､医学部 10名､理学部 19名､工学部 16名､計 45名の候
補者について 4書式の資料にまとめて､3月 12日付けで文部省に発送している(庶一六六号) (36)






できなかったが､7月 26日発送の庶四八九で ｢先日開催｣と記載されていることから 7月中 -.～
に開催されたものと思われる ( 37)｡
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特別研究生の素描
昭和 20年度第 1期の特別研究生についても前年度同様､4書式の控えが 『大学院特別研究
生関係綴 昭和二十年』に綴 られているが､補欠推薦者を含むと思われる理学部 11名､医学
部 11名､工学部 12名､計 34名分が確認でき､推薦漏れと思われる残 りの 11名分は確認でき
なかった｡確認できた分の記載事項の中から特別研究生の所属学部 ･学科 (教室)および研究
題 目､採用時在職者は前職､昭和 20年 10月 1日時点の年齢をまとめて表 4に掲げた｡













所属学部 所属学科 .教室 研究事項 前職 (他大学) 採用時年齢
物理学教室 素粒子論 24歳5ケ月 
化学教室 非水溶液ニ於ケル化学反応ノ研究 23歳4ケ月 
地質学古生物学教室 油田産有孔虫化石ノ研究 23歳7ケ月 
岩石 (鉱物 )教室 金属鉱床ノ研究 22歳7ケ月 
理学部 数学教室生物学教室 フーリエ解析 ト其の応用馬鈴薯及ヒ甘藷に関する実験生態学的研究 2 11ケ23歳0ケ月月
物理学教室 金属ノガス吸収 (京大 .理 ) 24歳10ケ月 
数学教室 函数論 31歳8ケ月 
物理学教室 固体及液体の理論 23歳0ケ月 
化学教室 日本産植物成分ノ有機化学的研究 23歳3ケ月 
岩石 (鉱物)教室 粘土硬物ノ熱的研究 25歳3ケ月 
医学科 ビタミンB1欠乏症ヨリノ快復逓速ノ簡易判定及其対策ニ関スル研究 法 助手 25歳8ケ月 
医学科 疲労ニ関スル研究 医院 28歳8ケ月 
医学科 疲労困債ノ研究 東北帝大病院 28歳5ケ月 
医学科 腹水肉腫ノ研究 25歳4ケ月 






医学科 妊娠中毒症ノ成因 ト予防法-関スル研究 24歳10ケ月 
医学科 戦時下ニ激増セル化膿性疾患ノ研究 23歳4ケ月 
医学科 耳性陪畳ノ成立ニ関スル基礎的研究 副手 27歳4ケ月 
助手(新潟医科大学) 新潟医大助手 33歳4ケ月 
通信工学科 超短波空中線系ノ研究 23歳9ケ月 
電気工学科 空中線ノ研究 24歳9ケ月 
電気工学科 電熱ニヨル真空封ジソノ技術的研究 23歳4ケ月 
化学工学科 油脂分解剤 22歳7ケ月 






金属工学科 熱還元 ｢シルミン｣ノ研究 22歳3ケ月 
航空学科 液体微粒化ノ研究 23歳5ケ月 
航空学科 歯車製作法ノ研究 22歳6ケ月 
航空学科 燃焼機構ノ研究 23歳6ケ月 





























東北帝国大学は､補欠推薦者を含め理学部 11名､医学部 11名､工学部 12名､計 34名の候
補者を推薦 し､最終的には理学部 11名､医学部 9名､工学部 8名､計 28名が特別研究生とし





錠衡された特別研究生 28名の年齢を見てみると最高が 33歳で最低が 22歳であり平均年齢
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実態 とは異 なるのではないか とい う批判 には耐 え うるものではないか らで ある｡今後 の課題 と
したい｡ 
(1)｢大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件公布二就テ｣(1943年 9月 29日発表)日本科学史学会編 『日
本科学技術史体系 第 4巻 ･通史 (4)』第一法規出版株式会社 ,1966,pp.441-442｡ 
(2)概ねの定員は省令で定められていたが､文部省令第 74号の第 3条に ｢毎年文部大臣之ヲ定ム｣と付記
されており､後段で見る様に時局に合わせ定員を流動的に決定できるようになっていた｡ 
(3)参考までに大学特別研究生制度について何らかの記述があった各大学の年史を刊行順に挙げておく｡『東
北大学五十年史』東北大学 , 1960, pp.445-447｡『慶鷹義塾百年史 中巻 (徳)』慶鷹義塾 , 1964, 
pp.841(2521)1850(2530)a『九州大学五十年史』九州大学創立五十周年記念会 , 1967, pp.499-503｡
『北大百年史 通説』北海道大学 ,1982,pp.294-295｡『大阪大学五十年史 通史』大阪大学 ,1985, 
pp.201-202｡『東京大学百年史 通史二』東京大学 ,1985,pp.649-662｡『東京工業大学百年史 通史』










特別研究生制度に関する記述が削除されたO『九州大学七十五年史 通史』九州大学 ,1992,凡例o 




















(12)備考欄の ｢油田機構学｣は ｢岩石硬物学｣の誤植 と思われるが､そのまま記載した｡庶七三九号は 『東
北帝国大学大学院規程』所収｡ 
(13)仙大専 23号は 『東北帝国大学院規程』所収｡ 
(14)東北帝国大学の学内において比例按分するという申し合わせ等に関する文書は確認できていないが､
｢58名の定員のうち 3名を予備定員として､55名を各学部の講座数に現大学院在学学生数を加算した
数に比例按分し､医学部 10名､工学部 16名､農学部 9名､理学部 5名､法文学部 15名に分けた｡｣と
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いう九州帝国大学の事例からも伺い知ることが出来るO前掲 『九州大学五十年史』 ,p.501｡ 







(22)前掲 『九州大学五十年史』 ,p.501. 
(23)提出 (発送)された日付を確認できる資料は確認できなかった｡ 




(28)｢大学院又ハ研究科ノ特別研究生二関スル件｣ (文部省令第 74号)第 6条｡ 
(29)庶二六一号は 『大学院特別研究生関係 昭和十九年』所収｡ 
(30)昭和 19年 5月 23日付 ｢大学院特別研究生錠衡会開催ノ件｣(発専一四七号)『大学院特別研究生関係
昭和十九年』｡ 
(31)『大学院特別研究生関係 昭和十九年』所収｡ 
(32)庶三八二は 『大学院特別研究生関係 昭和十九年』所収｡ 
(33)『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』所収｡ 
(34)同上O 
(35)『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』所収｡ 
(36)｢大学院又ハ研究科特別研究生二関スル件｣(庶一六六号)は 『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』
所収｡ 
(37)庶四八九号は 『大学院特別研究生関係綴 昭和二十年』所収｡

